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ダウン症候群の心理学的研究
4．ダウン症児をもつ親の理解・態度

水 田 善次郎

Psychological studies on children

with Down’s Syndrome．

4． The Understanding and Attitude of Parents

　　　　　habing children with Down’s syndrome．

Zenziro　Mizuta

問題および目的

　障害児をもつ親は自分が子どもを同一化し子どもの劣弱性がそのまま自分自身の劣弱性

という形で認知するために，他人との交わりの中で，不安や焦燥感をもつようになる。そ

して，親子の関係を歪めていると言われる。そこで，精薄児をもつ親の理解や態度につい

ては多くの研究を見ることができる。（1）（2）（3）Levinson，　A．は精薄児をもつ親が，それを

知った時の衝撃から立ち上がり，その事態にうまく適応していくようになるに・は，次の7

つの段階を経過していくことを指摘している。（4）

　①衝撃：わが子が知恵おくれであることを知った驚き。

　②　拒否：精薄という診断を受け入れないで拒否する。

　③　恥辱：精薄児をもったことをはずかしく思う。

　④　自責・葛藤：なんらかの罪による罰であろうと考える。

　⑤　苦痛と嫉妬：たび重なる苦痛と，精薄児をもたない親への嫉妬。

　⑥　過保護と排斥：かわいそうな子だと甘やかし過ぎたり，反対に厄介で迷惑な子だと

排斥したりする。

　⑦　適応：精薄児を正しく理解し，その事態をうまく調整し適応することができる。

　われわれは，ダウン症児（children　with　Down’s　Syndrone）について，その言語や知

能や視知覚などについて研究をすすめてきた。そうしたかかわりの中から，親の養育態
度が子どもの行動傾向に影響を及ぼしているように思われる点が見受けられた。（5×6×7）ま

た，ダウン症児の場合は一般の精薄児に比べ，知恵おくれを知らされる時期が非常に早
い。⑧（9）さらに，ダウン症は拒否することのできない独特な顔貌や身体的特徴をもってい

る。こうした精薄の特殊型であるダウン症児をもつ親の理解や態度は一般の精薄児をもつ

親のそれとは異なるのではないかと思われる。
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　そこで，次の三点を明らかにすることを目的とした。

　1）ダウン症児をもつ親はどんな心の動きを経験しているか。

　2）ダウン症児をもつ親はどのような理解・態度の変化を示すか。

　3）ダウン症児をもつ親は子どもに対してどのようなイメージを抱き，子どもの成長に

伴いどのように変化するか。

　研　究　方　法

　対象者：小鳩会長崎支部の会員の両親とその対照群として某養護学校の両親である。

　手続：上記の対象者に次のようなアンケート調査を行なった。

　1　部

　お子さんがダウン症（知恵おくれ）と診断されてから今日に至るまで，次にかかげるよ

うな心の動きがあったと思います。どんな心の動きを経験されたか，イ，ロ，ハ…の中か

ら選んで記号に○印をつけて下さい。そして経験した順位を（）内に番号で記入してく

ださい。

　（）イ，ダウン症（知恵おくれ）であるとはっきり言われた時，大きな「ショック」

を受けた。

　（）ロ，ダウン症（知恵おくれ）の子をもったことに「はずかしさ」を感じた。

　（）ハ，ダウン症（知恵おくれ）であると診断されたことに「信じたくない気持」を

もった。

　（）二，正常な子どもだけをもつ親に「うらやましさ」を感じた。

　（）ホ，自分自身への「罪意識」に悩んだ。

　（）へ，ダウン症（知恵おくれ）の子どもに対して「かわいがりすぎ」る態度を示し

た。

掛叢il
茜：考雄

1

ひん弱

おとった

不熱心な

ふざけた

わるい

不親切な

らんぼうな

出しゃばりな

弱　い

おそい

古　い

おく病な

こせこせした

きらいな

年とった

そくばくされた

　（）ト，毎日どう取りあつ

かってよいかわからなかった。

　（）チ，ダウン症（知恵お

くれ）と言われて「あきらめ」

　の気持をもった。

　（）リ，この子どもが「も

しいなければ」という気持をも

った。

　（）ヌ，この子がいること

が「生活のはり」を与えてくれ

る気がした。

　1　部

　OsgoodのSD法による松岡
氏の形容詞対尺度分類表を用い

てイメージ調査を行なった。㈹
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　あなたのダウン症（知恵おくれ）のお子さん（氏名を書く）について，どんな感じをも

っておられますか，おたずねします。あまり深く考えずに感じたままをお答えください。

あなた自身の感じを答えてくださるようにお願いします。　（16項目のそれぞれについて○

をつけてください。）

結果および考察

母親（72％）である。ダウン症児群（以下

DSGという）の両親の資料の揃っているも

の，一般精薄論点（以下CGという）の両親

の資料の揃っているもの，および両群の子ど

もの年令，性別において両面がマッチしてい

るものは，Table．1の通りである。

　（1）回　　収　　率

　アンケート調査の回収率は対象者により，それぞれ次の通りで，ダウン症児の父親（79

％）母親（88％），一般精薄児の父親（69％），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　I　両群の学部別の構成

学部団小回高訓マ・チ

DSG
CG

　16

／

15

10

5

13

4

14

40

37

19

19

（2）ダウン症児をもつ親はどんな心の動きを経験しているか。

イ）子どもの成長とアンケート1部の項目に対する反応数との関係

の反応数のXとSDを示したものであ

る。Table豆が示すごとく，反応数

において，父母の間には両群とも有意

な差はみられない。また，DSGと

CGとの父親同士，母親同士の間に

も，素直の父親，母親のそれぞれの学

部別にも有意な差は認められなかっ

た。しかし，両面とも父親より母親の

反応数が多く，また，心意とも中間の

学部において反応数が減少する傾向が

みられた。これらの傾向は子どもへの

関心の違いを反映しているように思わ

れる。

Table豆は，　DSGとCGの学部別

　　　　一
　　　　　　　　　　　　へTable豆　学部別の反応数のXとSD

学部別陣i小門劃計
5．1 4．8 5．1 5．O

DSG

父『母

文一SD＝X－SD

2．32 1．47 3．03 2．25

6．4 5．6 6．1 6．O

2．23
・・741

1．97 2．03

／ 4．8 4．1 5．2 4．7

8

父一母

文｝SD㌘三SD

／ 2．93 1．41 L66 2．07

／ 6．4 4．9 5ユ 5．4

／ 2．69 1．33 1．79 2．04

　ロ）子どもの成長にともなって親の心の動きは変化するか。

　Table皿はダウン症児の成長にともなう両親の理解・態度の変化を示したものである。

Table皿が示すように，「はずかしさ」や「罪意識」の気持は両親ともに，子どもが学

校に上がると一時減少し，子どもが卒業する時点にさしかかると，また増加する傾向がみ

られる。反対に「信じたくない」という気持は子どもが学校生活の途中で最高に達する傾

向にある「。また，「もしいなければ」という排斥の気持は子どもの成長と共に減少し，反

対にこの子がいるために「生活のはり」を感じたという「適応」にも似た気持は増加の傾
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Table皿　ダウン症児の成長にともなう両親の理解・態度の変化

1　　　父　　　1　　　母
［幼i小1幅1計lx・i幼1小1幅1計lx・

④ショック 87．5
　　　　193．3100．0

92．5 100．0 100．0 100．0 100．O

◎はずかしさ 50．0 26．4 44．4 40．O 68．8 20．0 55．6 47．5 幼一小※※

㊦信じたくない 75．0 80．0 44．4 70．O小一中※ 68．8 100．0 77．8 82．5 幼一腰※

㊥うらやましさ 56．3 33．3 44．4 45．O 62．5 66；7 77．8 67．5

㊥罪意識 50．0 6．7 44．4 32．5
幼一小※※
ｬ一中△

43．8 26．7 66．7 42．5

㊦かわいがりすぎる 43．8 40．O 44．4 42．5 56．3 46．7 66．7 55．0

㊦どう取り扱えば 31．3 46．7 66．7 45．0 43‘8 46．7 55．6 47．5

㊥あきらめ 50．O 46．7 33．3 45．0 56．3 26．7 33．1 40．0

⑪もし，いなければ 37．5 26．7 22．2 30．0 75．O 46．7 11．1 50．0
幼一中※※
ｬ一中△

⑧生活のはり 25．0 60．O 55．6 45．O　　l四一小※ 62．5 80．0 66．7 70．0

向にあると思われる。　　　’

　ハ）父親より母親が多くの心の動きを経験している。

　Table巫が示すごとくb父親は④「ショック」を受けた，㊦「信じたくない」に70％

以上のものが経験しているが，㊥「罪意識」を感じた①「もしいなければ」と思ったと

いうものは30％であり，他の項目に対する経験は40～45％である。一方，母親は④「シ

ョック」を受けた，◎「信じたくない」，⑧「生活のはり」をもったに70％以上のもの

が経験し，㊥「うらやましさ」を感じた（68％），㊦「かわいがりすぎた」　（55％），

①「もしいなければ」（50％）である。他の項目に対する経験は40％台である。⑧「生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のはり」をもった，㊥「うら
F’＆1S・（N＝19）覆マッチさせ素食の晶群の比較やましさ」を感じたの項目1こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいては母親が父親より有意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に多くのものが経験してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。また，①「もしいなけれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば」や㊦「かわいがりすぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た」においても母親に経験し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものが多い傾向がみられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。つまり，母親は父親よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，ダウン症児をもたない親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を「嫉妬」し，この子㍗（ダウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン症児）に対して可哀そうな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子だと不欄がつたり，この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子さえいなけばと排斥したり

100 80 60 40 20 0 20 40 60 80　　100

ショソク

生活のはり ヌ

ト

取り扱い

ノ、信じたくない

かわいがりすぎた へ
［コDSG
ｫCG

うらやましさ

あきらめ チ

はずかしさ 口

罪意識 ホ

1
もしいなければ
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の右往左往の混乱を経て，この子を「正しく理解」しはじめているといえる。

　二）ダウン症児をもつ親は一般精薄児をもつ親よりひどい「ショック」を受けている。

　：Fig，1はダウン症児と』般精薄児の年令，性別をマッチさせ，・両親の理解のようすを

比較したものである。

　Fig。1によると，ダウン症児の父親は一般精薄児の父親に比べ有意に多くのものが

「ショック」を受けている。そして，母親同士においてもその傾向がみられる。また，ダ

ウン症児の母親は一般の精薄児の母親に比べ「はずかしさ」を感じているものが有意に少

ない。この傾向は父親同士においてもみられる。さらに，「どう取り扱えばよいのか」の

項目において，．ダウン症児をもつ両親は一般の精薄児をもつ両親より多くの経験をしてい

る傾向がみられる。つまり，ダウン症児をもつ親の方が一般の精薄児をもつ親よりも不安

やあせりを強くもち，それが子どもへの圧力になっているのではないかと思われる。

　（3）ダウン症児をもつ親はどのような理解・態度の変化を示すか。

　Fig．2は両親における父母別の理

解・態度の変化を心の動きを経験し

た流れにしたがって，すなわち，集

団移行の傾向性を二次元配置法によ

って分析したものである。Levinson

は前述のように④ショック，⑤拒

否，◎はずかしさ，㊥罪意識，㊥嫉

妬，㊦と①過保護や排斥，⑦適応の

順位を指摘している。が，本研究に

おいてはFig．2が示すごとく，先

ず，二丁の父母とも④⑤㊥㊥㊦⑦と

なり，「拒否」したい気持の次には

「嫉妬」心が生まれ，

持へと変化している。第二に，

：Fig．2両群における父母別の理解・態度の変化

：［等：黛：

　　　　　　　　　　次いで「罪意識」の気

　　　　　　　　　　　　　　DSGの母親に

おいては罪意識の気持が拒否したい気持の次に

「嫉妬」心と並行して早く表われている。第三

に，DSGにおいては父母ともに，◎「はずか

しさ」の気持がうすいのに，CGにおいては父

母ともに，ショックを受けた次に早く表われて

いる。

　また，平群における父母別の理解・態度の順

位をウエイトづけて算出して表わしたものが

Fig．3である，　DSGの場合，1位が④，2

位が◎と2位までは順位がはっきりしている

が，他は混沌として，はっきりした順位はつけ

難い結果になっている。CGの場合，1位が

④，2位が◎，3位が◎と3位まではかなりは

：Fig．3両群における父母別の理解

　　　・態度の順位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「碧　　父　　　順位　　母　　「冨

④・　＠・　　1　　・④　・④

一一空一？一一しρ」L
　　㊥．　　　　　　　　　　　　・⑰

　　㊥・　　　　　3

寒：1』・響；§1

　　⑰・
　　霧：㊥⑧②・・①・8，

一一一
P・一一一一＝参雀一一

　　　　　　　6
＿＿＿＿＿＿＿＿＿璽＿＿＿＿
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つきりしているが，他は混沌としている。

　DSGとCGの違いのもう一つは，㊦子どもを「どう取り扱えばよいか」の疑問がDS

Gは4位に位置しているのに，CGは5位に位置していることにも，　DSGの親は子ども

の取り扱いに強い関心を示していることがみられる。

Table　IV　群別，父母別のイメージ

［父　1母
DSGiCGIDSG　CG

社会的価値性 3．1 3．3 3．3 3．3

個性的価値性 2．2 2．4 2．3 2．6

活　動　性 3．7 3．7 3．9 3．6

潜　勢　力 2．5 2．5 2．4 2．5

Fig．4父親の群別のイメージの比較

　　　　　　　　　　2　　　　　3

　（4）ダウン症児の親は子どもにどんなイメー

ジを抱いているか。

　Table　IVが示すごとく，ダウン症児の親も

一般精薄児の親も「個性的価値性」，「潜勢力」

において良いイメージをもち，「社会的価値

性」，「活動性」において悪いイメージをもっ

ている。父母ともに，DSGとCGの間に有意

な差はみられなかった。が，父親の場合，「社

会的価値性」と「個性的価値性」において，ダ

　　　　　　ウン症児の父親が良いイメージを

　　　　　　もっている傾向がみられる。特に
4

　①りっぱな
社②すぐれた
価③熱心な　　※※
性④まじめな　　　　　　　　1

11撫パ／1
　⑨強い活
　⑩はやい
動
　⑪新しい
性
　⑫勇ましい

Fig．5

ノ ’

湯

・一一噌DSG

伊一・島C　G

母親の群別のイメージの比較

　　　　　2　　　　　3　　　　　4

1麟髪　！

1騰※

へ

1

＼　，2艶
ξ、、

●一一●DSG

6一一己C　G

Fig．4が示すように「熱心な」に

おいては，1％の危険率で「親切

な」においては，5％の危険率

で，それぞれダウン症児の父親が

有意に良いイメージをもってい

一る。母親の場合，「個性的価値

性」においてはダウン症児の母親

が良いイメージをもち，活動性に

おいては悪いイメージをもってい

る傾向がみられる。特にFig．5

が示すように，「親切な」「おと

なしい」においては，1％の危険

率でダウン症児の母親が有意に良

いイメージをもち，　「はやい」に

おいては5％の危険率で一般の精

薄児の母親よりも悪いイメージを

もっている。

　ダウン症児が成長するにつれ

て，親の子どもへのイメージは

変化するのかをとらえたものが

Table　Vである。

　Table　Vが示すように，両親

ともに，「社会的価値性」のイメ

ージが良くなる。特に，母親の場
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合，子どもが中学部，高等部

になると幼児や小学部の時よ

り有意に良くなっている。ま

た，ダウン症児は一般に成長

にともなって家にひきこもり

活動が少なくなるといわれて

いるが，ダウン症児の両親の

イメージは子どもが中学部，

高等部になると急激に良いイ

メージの方向に変化している

傾向がみられる。

Table　V　ダウン症児の成長にともなう両親の

　　　　　イメージの変化

i　父　1　母
陣i郷中・高i刎小【中・高

社会的価値陸 3．2 3．1 2．7 3．5 3．4 2．5

個性的価値性 2．4 2．1 2．2 2．4 2．1 2．4

活　動　性 3．9 3．8 3．4 3．9 3．9 3．5

潜　勢　力 2．5 2．5 2．6 2．6 2．3 2．1

※※

総　　括

　われわれはダウン症児とのかかわりの中から，彼らは落着きこがなく，注意二二で他人

の話を聞うとしないなどの傾向が強いように思われる。そのような傾性のいくらかはダウ

ン症児に対する親の理解・態度によるのではないかと思われる。そこで，ダウン症児をも

つ父親と母親，それぞれ40名，対象群として一般の精薄児をもつ父親と母親それぞれ37

名を対象に，アンケート調査を行なった。それは，親の理解・態度をLevinsonの指摘

した7段階を参考にした第1部とSD法による子どもに対する親のイメージを調べた第1

部からなっている。

　その結果は，

①　父親より母親が多くの心の動きを経験している。つまり，母親が子どもに直接かか

わりをもっているために，子どもの理解に混乱をきたしている。が，子どもがいることに

父親より「生活のはり」を感じ，父親より，より早く子どもを正しく理解しはじめてい
る。

②　ダウン症児の両親は全員ンヨックを受けているが，一般の精薄児の両親は80％のもの

がショックを受けている。特に，父親においては，DSGとCGとの間に有意な差が認め

られた。また，この子をもったことに対する「はずかしさ」においては，ダウン症児をも

つ両親より一般の精薄児をもつ両親の方がより多くのものが経験している。特に，母親に

おける両州の差は統計的に有意であった。

　さらに，この子を「どう取り扱ったらよいか」という疑問については，ダウン症児をも

つ両親が一般の精薄児をもつ両親より，より多くのものが経験している。

③　Levinsonは知恵おくれの子をもつ親は，①ショック，②拒否，③はずかしさ，④下

意識，⑤嫉妬，⑥過保護と排斥の段階を経て，⑦適応に至ることを指摘しているが，’本研

究においては，ダウン症児をもつ両親は，①ショック，②拒否，③嫉妬，④罪意識，⑤過

保護と排斥，⑥適応となり，「はずかしさ」の気持は余りなく，「罪意識」より「嫉妬」

心が先に経験されている。しかし，心の動きの経験の順位は，3位，4位，5位のところ

は混沌としていて，はっきり順位づけることは難しいようである。
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④　ダウン症児をもつ両親の子どもへのイメージは，個性的価値性と潜勢力に対しては，

良いイメージをもち，社会的価値性と活動性に対しては，悪いイメージを抱いている。そ

して，一般の精薄児の父親より，子どもを熱心で，親切であると思っている。ダウン症児

の母親は一般の精薄児の母親より，子どもを親切でおとなしいがおそいと思っている。ま

た，ダウン症児の両親は，子どもが成長するにつれて，子どもの社会的価値性において，

良いイメージへと変化しているということを見出した。

⑤対象者の数が少ないので，今後数を増すことにより，精確を期したいと言う。また，

数年後に同一の対象者に同じ質問をして，親の子どもへの理解・態度を検討したいと思

う。最後に，御協力いただいた，御両親様や養護学校の先生へ感謝申し上げます。
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